
背景及び目的

　年々増加する転作水田・遊休農地の有効利用、飼

料費の低減を図るため、そこで生産された自給飼料

を肉用牛肥育飼料に活用し、肥育月齢を早期化し、

自給飼料を多給しながら出荷月齢を短縮した早期仕

上げによる高品質牛肉生産技術の確立を図る必要が

ある。そこで、ビタミンＡ適正制御マニュアルに基

づき、血中ビタミンＡ量を粗飼料及びビタミンＡ添
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　転作水田・遊休農地の有効利用を図るため、自給飼料を多給しながら出荷月齢を短縮し、必要TDN量に

占める粗飼料の違いにより、発育並びに枝肉成績について検討した。黒毛和種去勢牛１８頭を各６頭の３試験

区に区分したが、３区のうち１頭は発育不良のため当該試験成績から除外した。血中ビタミンＡ濃度を制御

した飼養体系の中で、１８ヶ月間肥育し、２５ヶ月齢でと殺解体した。濃厚飼料は市販の配合飼料を給与し、

粗飼料は場内産の牧草並びに町内産の稲ワラを給与した。試験区の１区は前期の必要TDN量の２１．２％を粗

飼料で摂取し、２区は前期の必要TDN量の４１．５％を粗飼料で摂取し、３区は通常の飼料給与マニュアル

（大分県内で活用されている「とよのくに体系」）を２ｹ月早めて給与した。後期の１区は必要TDN量の

１１．７％を粗飼料で摂取し、２区は必要TDN量の１３．１％を粗飼料で摂取した。結果として、各区の平均体重

は開始時が１区２１２．３±１５．７�、２区２１４．８±２６．５�、３区２２４．２±１９．１�、終了時が１区７２０．７±４１．８�、２

区６８１．７±５１．５�、３区７０６．６±４５．２�であり、全期間DGは１区０．９３�、２区０．８５�、３区０．８８�であっ

た。血中ビタミンＡ濃度は導入時に７６．０±１６．１IU／dlであり、全頭にビタミンＡＤ３Ｅ剤１００万単位を筋注

し、１０ケ月齢では１１６．４IU／dlまで上昇した。その後減少し、２０ヶ月齢で平均が３３．５IU／dlまで低下したの

で全頭にビタミンＡＤ３Ｅ剤１００万単位を筋注し上昇した。枝肉成績では１区が枝肉重量４５２．６±２５．２�、

ロース芯面積４９．０±４．７�、BMSNO．６．３±１．５、４等級以上格付８３．３％、２区が枝肉重量４１９．２±３２．９

�、ロース芯面積４８．８±１．５�、BMSNO．４．８±１．５、４等級以上格付３３．３％、３区が枝肉重量４４３．２±２８．０

�、ロース芯面積５０．０±２．３�、BMSNO．５．４±２．０、４等級以上格付４０．０％であった。「きめ」で１区と２

区で有意差（P＜０．０５）があった。以上の結果から粗飼料の給与が最も少なかった１区が枝肉重量、バラ

厚、脂肪交雑、しまり及びきめで優れていたが、歩留基準値、牛肉色基準（BCS№）については、粗飼料

の給与が最も多かった２区がやや優れていた。
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加飼料を用いて制御する飼養管理下で、さらに効率

的な牛肉を生産するための方法として肥育牛の

TDN必要量を粗飼料の給与量の違いによる発育並

びに肉質に及ぼす影響について検討し本県肥育マ

ニュアルの改善に資する目的で実施した。

　　

試験方法

１．試験期間

　２０００年６月～２００１年１２月（肥育期間１８ヶ月間）

までの試験期間であり、前期（７ヶ月齢～１３ヶ月

齢）、中期（１４ヶ月齢～１９ヶ月齢）、後期（２０ヶ

月齢～２５ヶ月齢）の肥育期間に区分した。

２．供試牛

　平均６．９ヶ月齢の黒毛和種去勢牛１８頭を市場から

購入し、父牛は種雄牛「大船７」の産子で統一し

た。

　また、購入後において競合を避けるため除角を実

施した。

３．試験区分

　各６頭群飼の３試験区に区分し、飼料給与方法及

び飼養管理については同一方法とした。濃厚飼料は

高品質牛肉生産のための血中ビタミンＡ適正制御マ

ニュアルに基づき市販配合飼料３種類を用いた。ま

た、粗飼料は乾草、稲ワラを給与した。

　各試験区別の飼料中のTDN粗飼料比は前期

２０％、後期１０～１５％を給与し、２区は前期４０％、後

期１０～１５％を給与し、３区は本県肥育マニュアルに

基づき給与した。飼料摂取量は毎日残飼を秤量し、

体測は１ヶ月に１回の割合で実施した。また、２ヶ

月毎に血中ビタミンＡ濃度を測定する目的で採血

し、大分家畜保健衛生所に依頼した。２５カ月齢でと

殺解体し、枝肉成績は日本枝肉格付協会の格付結果

を用いた。

結果及び考察

１．飼料摂取状況

　表１は試験区の各区ごとの飼料摂取量である。全

期間の１頭当たりの濃厚飼料摂取量は１区で４，２７５

�、２区で３，７８８�、３区で３，９４３�であり、粗飼料

摂取量は１区で９２８�、そのうち牧草は４６２�

（４９．８％）であり、２区では１，２６４�、そのうち牧

草は９６４�（７６．３％）であり、３区では１，００４�であ

り、そのうち牧草は６６８�（６６．５％）であった。１

区のTDN粗飼料比は前期２１．２％，中期５．２％、後期

１１．７％、２区のTDN粗飼料比は前期４１．５％，中期

５．２％、後期１３．１％、３区のTDN粗飼料比は前期

３８．３％，中期４．０％、後期２．８％であった。

　図１は摂取飼料中の繊維含量並びにTDN粗飼料

比を示した。摂取飼料乾物中の酸性デタ－ジェント

繊維（ADF）含量は１区前期１６．７％、中期９．９％、

後期１２．２％、２区前期２２．７％、中期１０．２％、後期

１２．９％、３区前期２１．７％、中期９．８％、後期８．８％で

あった。中性デタ－ジェント繊維（NDF）含量は
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表１　飼料摂取量
肥育後期肥育中期肥育前期

合計（２０～２５ヶ月齢）（１４～１９ヶ月齢）（７～１３ヶ月齢）
４，２７５１，４４１１，７０２１，１３２濃厚飼料１区
　９２８　２７８　１６６　４８４粗飼料

　１１．７　　５．２　２１．２ＴＤＮ粗飼料比
３，７８８１，２７０１，６３６　８８２濃厚飼料２区
１，２６４　２７８　１６５　８２１粗飼料

　１３．１　　５．２　４１．５ＴＤＮ粗飼料比
３，９４３１，３３２１，６４５　９６６濃厚飼料３区
１，００４　　７６　１３８　７９０粗飼料

　　２．８　　４．０　３８．３ＴＤＮ粗飼料比
（１頭当たり）

図１　飼料中の繊維含量とＴＤＮ粗飼料比

図２　養分要求量の充足率



１区前期３２．８％、中期２２．９％、後期２６．２％、２区前

期４１．５％、中 期２３．６％、後 期２７．２％、３ 区 前 期

４０．０％、中期２２．９％、後期２１．３％であった。粗繊維

含量は１区前期１７．８％、中期１３．１％、後期１４．８％、

２区前期２１．７％、中期１３．４％、後期１５．３％、３区前

期２１．０％、中期１３．１％、後期１２．６％であった。

　養分（DM、TDN、CP）要求量は日本飼養標準

値４）における期待する増体量値を使用し、充足率は

摂取飼料中の養分量を除して求めた。各区の前期、

中期におけるDM、TDN、CPの充足率について

は、概ね同じ傾向であったが、後期では１区、２

区、３区の順にやや低い値を示した。

２．発育・増体成績

　図３は体重の推移を示した。各区とも概ね順調な

発育であった。表２は増体成績を示した。平均DG

は肥育前期１区０．９２�、２区０．７３�、３区０．８４�、

中期１区１．１３�、２区１．０９�、３区１．１５�、後期１

区０．７５�、２区０．７４�、３区０．６６�となり、肥育全

期間のDGは１区０．９３�、２区０．８５�、３区０．８８�

であり、１区の増体が上回っていた。１区、２区の

前期の養分要求量はほぼ同値であったが、２区の飼

料中繊維含量の増加が飼料の消化率を低下させ増体

に差が生じたものと考えられた。

３．血中ビタミンA濃度の推移

　血中のビタミンＡ濃度（図４）はほぼビタミンＡ

適正制御マニュアルどおりに推移したが、肥育後期

（２０カ月齢）に各区とも制御レベルの４０IU／dlを

下回り、平均で３３．５IU／dlまで低下したため、ビ

タミンAD３E剤を１００万単位投与した結果、適正制

御区域の５２．２IU／dlまで上昇したが、その後下降

した。

４．疾病発生状況

　　感冒が１７ヶ月齢で１区、３区に発生し、抗菌

性物質の投与で完治した。１区で関節炎１頭の発生

があり、３区では関節炎２頭の発生が見られた。

５．枝肉価格及び飼料費

　枝肉価格については、表３に示したが、出荷時は

牛海綿状脳症（BSE）発生後の影響により枝肉価格

が下落しており、１頭当たり販売価格は１区で

５８９，３８３円、２区３８８，８７２円、３区５２５，２５３円の販売

価格であった。そこで、BSE発生前の枝肉価格に

補正し、飼料費との差引額を求めた結果、１区

６０９，５８２円、２区４８８，０９３円、３区５６０，９４０円となっ

た。また、全期間の飼料費については、１区

２３２，００３円、２ 区２１４，５７９円，３区２１５，５１２円 を 要 し

た。
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表２　増体成績
全期間後　期中　期前期開始時試験区

５４７１８２１８５１８００

７２０．７±４１．８　５８４±３１．３３７８．５±２２．３２１２．３±１５．７１区

（０．９３±０．２３）（０．７５±０．０８）（１．１３±０．２５）（０．９２±０．１７）

６８１．７±５１．５５４６．２±４８．０３４６．３±２８．５２１４．８±２６．５２区

（０．８５±０．２４）（０．７４±０．１３）（１．０９±０．２７）（０．７３±０．１０）

７０６．６±４５．２５８５．８±６５．６３７４．８±４４．６２２４．２±１９１．１３区

（０．８８±０．２７）（０．６６±０．１５）（１．１５±０．２４）（０．８４±０．１４）

　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内はＤＧ

表３　販売価格及び飼料費（１頭当たり）
差引額飼料費販売価格販売価格区
①－②②補正価格①標準偏差実価格

６０９，５８２２３２，００３８４１，５８５１３８，２４８５８９，３８３１区
４８８，０９３２１４，５７９７０２，６７２１５５，２５４３８８，８７２２区
５６０，９４０２１５，５１２７７６，４５２２１３，７２２５２５，２５３３区

図３　体重の推移

図４　血中ビタミンＡ濃度の推移



６．枝肉成績

　表４は枝肉成績である。枝肉重量は１区が４５２．６

±２５．２�、２区は４１９．２±３２．９�、３区４４３．２±２８．０

�であり、２区の枝肉重量が小さい傾向にあった。

ロース芯面積は１区は４９．０±４．７�、２区４８．８±１．５

�、３区５０．０±２．３�であり、有意差はなかった。

バラ厚では１区７．５±０．５�、２区７．３±０．６�、３区

７．２±０．６�であり、有意差はなかった。また、きめ

で１区と２区で有意差（P＜０．０５）があった。

BMSNO．では１区６．３±１．５、２区４．８±１．５、３区

５．４±２．０であり、有意差はなかった。格付割合は４

等級以上で１区８３．３％、２区３３．３％、３区は４０％で

あった。また、５等級の格付は１区３３．３％、２区

０％、３区が２０％であり、１区で枝肉成績の良好な

結果が得られた。

　飼料中の粗飼料給与割合が肥育成績に及ぼす影響

については種々報告１，２，３）されているが、本試験の

結果では、肥育前期のTDN粗飼料比が２１．２％で

あった１区が枝肉成績において枝肉重量、

BMSNO、４等級以上の格付けで他の区に比べ良好

な成績が得られた。現在、肉質改善を目的として肥

育期間が延びる傾向にあるが、本試験での目的であ

る肥育開始月齢を早期化し、自給粗飼料の給与、肥

育出荷月齢の短縮による枝肉成績では良好な成績が

得られた。

　しかしながら、肉質等級は脂肪交雑、肉の色沢、

肉の締まり及びきめ、脂肪の色沢と質の４項目で決

定されており、枝肉成績のうち「きめ」「しまり」

などの肉質については今後改善する必要があると考

えられた。また、本試験結果から本県マニュアルに

おいて稲わら主体の粗飼料給与体系から自給粗飼料

を利用した肥育体系への移行が可能であることが示

唆された。
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　本試験は更に肥育センタ－等で実証試験を行い、

その有効性を調べるとともに本県肥育マニュアルの

改善のための資料として利用していきたい。
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４）中央畜産会．日本飼養標準　肉用牛（２０００年版）

表４　枝肉成績
等　　　級光沢と質BFS№きめしまり光沢BCS№BMS№歩留基準値皮下脂肪バラ厚ロース芯面積枝肉重量№

A２B３A３B４A４A５％����

１２１２５　　３４．５ａ４．２４．３３．７６．３７１．９３．６７．５４９．０４５２．６１区平均
０　　００．５　０．８０．８０．８１．５　０．６０．５０．３　４．７　２５．２標準偏差

１１２１１４．８３３．８ｂ３．３３．５４．０４．８７２．４３．４７．３４８．８４１９．２２区平均
０．４００．４　１．０１．００．９１．５　０．７０．９０．６　１．５　３２．９標準偏差

１２１１５　　３４．２　３．６３．６３．６５．４７２．２３．３７．２５０．０４４３．２３区平均
０　　００．４　０．８０．８０．５２．０　０．３０．６０．６　２．３　２８．０標準偏差

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ、ｂ異符号間に５％水準で有意差あり




